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―平和の聖書的概念―
This Man is Peace (Mi 5, 4).
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要　　旨
　本研究は新約聖書に見られる「平和」という言葉の意味に関するものである。この言葉のキリスト
教的な理解とギリシャの著者達による理解との鮮明な対照を明らかにするために，εἰρήνηというギリ
シャ語の言葉について，短い予備的な紹介をした。「平和」という言葉のキリスト教的な理解は，ギ
リシャ語の εἰρήνηより，ユダヤ教の םוֹ ׁלָש - シャーロームという言葉と多くの共通点を持つが，その
キリスト教的理解はユダヤ人の伝統が発展させたそれより，いっそう深まった。この言葉のキリスト
教的理解は一般的に，人間同士の関係だけではなく，主に神と人間の関係に注意が向けられているが，
それは常に終末論的な文脈においてである。
はじめに
　今日では「平和」は最も頻繁に使われる三つの言葉（「愛」と「金」と並んで）のうちの一つである。
平和を欲する，平和を築く，平和のために戦う，平和を守る，平和を祈る，平和について考える，
平和について歌う，平和を愛する，などである。しかし，我々が「平和」について語るとき，正確
には何を意味しているのだろうか。我々はいつ「平和」を語り，なぜ「平和」について語るのだろ
うか。より単純に捉えれば，一つの基本的な問いかけをすることができる。「私は平和のうちにい
るだろうか？」この質問に対して誠実に，かつ論理的な手法で答えるためには，まず「平和」とい
う言葉が意味的に何を表すかを決定し，その言葉が自分にとって何を意味するのかを考えなければ
ならない。
　本論では「平和」の神学的内容を特定するために，新約聖書の用法と解釈に注目し，聖書の記述
に結びつけた文脈において「平和」という言葉の意味を分析する。この目的のため，はじめにギリ
シャ語とヘブライ語の「平和」に当たる言葉の意味を短く紹介し，次に新約聖書本文の分析へと進
める。これらの分析が，我々が「平和」という言葉を使っているときの本当の思考を認識するため
の一助となることを望む。
彼こそ平和をもたらす者（ミカ 5, 4）124
1．ギリシャ人の平和の概念
　ギリシャ語の文献における「εἰρήνη - 平和」の一般的な意味は，人間同士の関係というよりもむ
しろ，段階（「平和の段階」「平和の時代」といった表現によって）を表す 1）。この意味において，
ギリシャ語の「平和」は「戦争」の反意語である。εἰρήνηは，その土地と住人に全ての恵みをもた
らす平和（最上の善）の状態である。
　この言葉は「平和の条約」，「平和の締結」といった句に現れ，全て平和な状態を考慮に入れ，動
乱が起こっている状態の反対を表している 2）。
　この言葉はまた「平和的な態度」を示すこともできるが，それは他者に親切に接する態度という
よりはむしろ，他者に対して敵対する感情がないという消極的な意味である。
　ストア哲学派は時折この言葉を精神の状態を表現するために使う。
2．ユダヤ人の平和の概念
2.1．ヘブライ語の旧約聖書
　旧約聖書における「םוֹ ׁלָש - 平和」という言葉には，一般的な用法もあるが，同時に通常の用法と
はかなり異なる宗教的内容を含むものもある。
　2.1.1．平和。この言葉は基本的に，物質的側面を強調して，幸福な状態にあるという意味での
「平和」を指している（士師記 19, 20; サムエル上 16, 5; サムエル下 18, 28; エズラ 5, 7）。それは願い
事や会話（創世記 29, 6; 43, 27; サムエル下 18, 29; 20, 9―10），あるいは祈り（詩編 73, 3; イザヤ 48, 
22）の主題となりうる。そしてそれは個人，あるいは集団，例えば国などについて語られる（列王
記下 20, 19; サムエル下 17, 3; 列王記上 2, 5）3）。
　この言葉はまた，人間同士の関係について言うこともでき（列王記上 5, 26; 士師記 4, 17; 列王記
上 5, 4; 創世記 34, 21; 歴代誌上 12, 18），個人や集団について言及する（ゼファ二ヤ 6, 13）。この言
葉が現れる通常の文脈は，修道院に関するものである（ヨシュア 9, 15; 列王記上 5, 26; エゼキエル
34, 25; 37, 26）。
　2.1.2．神（ヤハウェ）の賜物。全ての善と価値あるものを神からの賜物として認識することは，
ユダヤ人にとって自然なことであり，「平和」という言葉のこの宗教的意義が，後に失われた「平
和」という言葉本来の意味の一つかもしれない。平和は神からのみもたらされる（詩編 85）。人々
に地上での「平和」を与えるのは神であり（レビ 26, 6），それは敵や自然災害からの平安を指して
1）ラテン語の Paxは二つの集団間の法律的な関係を表す。カエサル・アウグストゥスの時代から，「平和」という
言葉は Pax Romanaの法律的な安全保障を含意していた。この言葉はローマ皇帝とローマ帝国に関するプロパガン
ダであるのと同時に，公式な皇帝の思想を表している。J. E. Bowley, Pax Romana, in: CA. Evans, S. E. Porter (eds), 
Dictionary of New Testament Background, Downers Grove 2000, pp. 771―775.
2）S. Foerster, εἰρήνη, in: TDNT II, pp. 400―402.
3）D. L. Smith-Christopher, Peace, in: D. N. Freedman (ed.), Dictionary of the Bible, Grand Rapid/Cambridge 2000, pp. 
1021―1022.
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いる。神は自らの民を救い，彼らに完全な地上の平和をもたらす 4）。この意味での平和は，安息と，
約束の地の絶対的な支配に関係しており，預言者達の言葉の中で使われる「平和」の意味に繋がる
ものである。
　2.1.3．預言者達によるところの平和。平和（エレ 14, 13）も救い（ミカ 3, 5―7; エゼ 13, 16）もな
い時代に平和と救いを宣言する間違った預言者に対抗する預言者達の教えにおいて，平和は最も重
要なテーマの一つであった。預言者達のグループ間の論争において主題となっている平和は，イス
ラエルの実際の政治的な平和と関係している 5）。政治的な平和とは，全ての困難な政治的問題が神
によってイスラエルにとって一番いい形で解決されるという約束に関するものであり，それは国民
が平和のうちに暮らすことを可能にする 6）。この平和の約束は預言者の教えにおいて重要な要素の
一つとなった（エレ 29, 11; エゼ 34, 25; 37, 26―28）。
　平和という言葉は，イザヤの預言では宗教上の意味を帯びており（イザ 48, 18; 54, 18），ここでは，
イスラエルの民がもし神の言葉を聞くのであればイスラエルに与えられるであろう平和に結びつけ
られている。しかし，「平和」という言葉はまた，期待される豊かさを表現するイザヤの預言（イ
ザ 57, 19; 66, 12）の中でより物質的な意味を持つ。イザ 45, 7では，平和という言葉が，救いが完
成する終末の時に関する神学的な意味で使われている。
　2.1.4．終末論的期待としての平和。たとえはっきりと「םוֹ ׁלָש - 平和」という言葉が使われていな
くても，最終的でかつ不変である終末論的な時代の現実的な特性は，預言者の教えやその他の著述
の主題である。終末論的な平和とは，楽園の取り戻された状態を意味する（イザ 1, 1; ホセ 2, 20; ア
モ 9, 13―15）。それはまた，民族間の関係ともかかわっている（イザ 2, 2―4）。最も重要なことは，
永遠の平和をもたらすつつましい王への終末論的な期待である 7）。イザ 9, 1―6の一節は，神の委託
を受けたメシアが，彼の王国における永久的な平和の証人となり守護者になるという期待を明らか
にしている。メシアとなる人物は，イザ 9, 6でダビデの王座と関連付けられ，これが新約聖書の著
者にこの預言とイエスという人物を結びつけさせた。
2.2．ギリシャ語の旧約聖書（LXX―七十人訳聖書）
　ギリシャ語の εἰρήνηは安息の状態を表すが，ヘブライ語の םוֹ ׁלָשには幸福や救いの意味が含まれ
る。これら二つの言葉の意味的な違いは，LXXにおいてヘブライ語の「平和」の意味的特徴の部
分的変更を引き起こした。
　2.2.1．「平和」という言葉の初めのグループは，広く人間の外的及び内的な状態を言う。このグルー
プでは，いくつかの用法が見られる。この初めの用法は，戦争との対比をなすもので，戦争のない
時代（箴言 17, 1; イザ 14, 30; 列王下 22, 9; 士師 4, 14）という意味があることを示しており，そこで
は厳しい政治的文脈だけが重要となる 8）。「平和」の二番目の用法は，人類の救済，あるいは人間の
繁栄が主な関心事となる句（士師 6, 23; ダニ 3, 98; 創世 26, 29; 列王上 12, 18）に関連している。「平和」
という言葉の三番目の用法は人間の完全な幸福に関するもので，その中に外的な繁栄だけではなく，
4）H. L. Ginsberg, Peace, in: Encyclopaedia Judaica, Vol. 13, pp. 194―195.
5）J. L. McKenzie, Peace, in: same, The Dictionary of the Bible, New York/London 1965, pp. 651―652.
6）Von Rad, εἰρήνη, in: TDNT II, p. 404.
7）Ibid., pp. 405―406.
8）S. Foerster, εἰρήνη in the LXX, in: TDNT II, pp. 406―408.
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神についてのより広い意味を含む（詩編 34, 27; 121, 8; 箴言 3, 17; エレ 45, 4; マラ 2, 6; イザ 26, 3）。
　2.2.2．「平和」という言葉の二番目の用法は，神から賜った良いものとしての平和に関するもので，
それはこの時代だけではなく，「救いの時代」という意味での将来とも同様に関連している。生命
のあらゆる領域において神の力によって与えられた良いものという概念は，旧約聖書に記されてい
る最も一般的な信念の一つである。それはその土地への恵から始まって（レビ 26, 3―6）人間の幸
福（エレ 36, 11），あるいは救いへと繋がり（ナホ 25, 12; シラ 45, 24; マラ 2, 5; エゼ 34, 25; 37, 26），
人生のいくつかの局面と関係する。この種の平和は人間の内面的な救いをもたらすもので，破滅と
反対の意味を表す。神の救済（エレ 16, 5）と呼ばれる救いは，律法と神への恐れに従う人々に与
えられる（イザ 9, 7; シラ 1, 18）。
　2.2.3．「平和」という言葉の三番目の用法は，挨拶や，往来の場面でのもっぱら外的な幸福にま
つわるものである（創世 26, 31; 28, 21; 29, 6; 37, 14; ホセ 10, 21）。この言葉は神からもたらされる人
間の繁栄を表す文脈で使われる（イザ 52, 12）。
2.3．ラビの著作
　ラビ達は「םוֹ ׁלָש - 平和」という言葉を，広く様々な意味で使った。最も一般的な用法は，広い範
囲で使える挨拶である。二番目の用法としては，神からイスラエルへの贈り物を表すもので，それ
はメシアの時代の恵と正当に繋がるものである 9）。そのため，この平和の概念はもっぱらイスラエ
ルのみに限定されている。三番目の用法は，人間同士の関係に関するもので，人と人との間（ある
いは国家間）で互いに争っている中で平和を築くことを意味している。ここでの平和を築くという
意味は，紛争を終わらせる試みをするということである。四番目の用法は，神が人間の罪によって
人間と闘争関係にあるという，神と人間の関係にまつわるものである。
2.4．儀典，ヨセフス，フィロン
　儀典では「平和」という言葉はいくつかの意味を持つが，本論では宗教的，倫理的な用法のみ扱う。
倫理的意味では，この言葉は人間の間の平和，あるいは調和を表す（ガドの遺訓 6, 3）。宗教的な
意味では，「平和」という言葉は戦争の停止によって生じる救済を意味する 10）。この言葉は神とイス
ラエル，またはより広く言って人間との緊張状態からの解放ではなく，むしろ，神の審判からの解
放を指す（エチオピア語エノク 5, 5）。「平和」はここでは審判から自由になることを意味し，審判
者の許しと恵みに繋がる。
　「平和」という言葉のヨセフスの理解は，この言葉に対するラビの教えの概念と一致しており，
調和（ユダヤ戦記 2.135）と共に繁栄（ユダヤ古代誌 1.179; 8.405）を指す。
　フィロンは「平和」という言葉が内面的な安息と同時に政治的な平和を示すという理解において
ギリシャの伝統を共有しており，後者は神によってのみもたらされ，人間はそれを神によってのみ
維持することができる 11）。
9）S. Foerster, Peace in Rabbinic Writings in: TDNT II, pp. 408―410.
10）参照 : ダンの遺訓 6, 2; レビの遺訓 18, 4; ユダの遺訓 5, 9―11; 十二族長の遺訓 22, 1―2.
11）S. Foerster, εἰρήνη in the Pseudepigrapha, Josephus and Philo, in: TDNT II, pp. 410―411.
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3．新約聖書における平和の概念
　新約聖書における「εἰρήνη - 平和」の意味は，ラビの教えで言う「םוֹ לָשׁ - シャーローム」と同様，
幸福や救いを表す挨拶の意味を持つ。到着の挨拶として現れるのはルカ 10, 5; 24, 36; ヨハ 20, 19. 
21.26で，別れの挨拶としてはマコ 5, 34; ルカ 7, 50; ヤコ 2, 16で現れる。またこの言葉は終了の挨
拶としても使われ（1ペトロ 5, 14; 3ヨハ 15; ガラ 6, 16），使徒 15, 23; 23, 26; ヤコ 1, 1; 2ヨハ 10で
は異なる形（χαίρειν）で現れる。ルカ 11, 21; 1テサ 5, 3; 1コロ 14, 33では，安全として解釈される
救済の意味で使われている（混乱の反意語）; 使徒 14, 2（迫害からの安全）。しかし，このような
地上の救済は新約聖書で使われる主要な意味ではない。新約聖書における平和の概念とラビの教え
におけるその概念には，三つの主要な共通点がある。
　a）平安と安息としての平和
　b）神と一致している状態としての平和
　c）最終的な終末論的意味における人類全体の救済としての平和
3.1．万物の正常な状態としての平和
1コリ 14, 33
οὐ γάρ ἐστιν ἀκαταστασίας ὁ θεὸς ἀλλὰ εἰρήνης.
For God is a God not of disorder but of peace
それは，神が混乱の神ではなく，平和の神だからです
　この節の直接的な文脈には，コリントの信徒間における関係の問題があると考えられる。彼らは
キリスト教徒になってからも，社会的な地位に関して競争的な態度を持ち続けた。この態度は宗教
的な問題，すなわち聖霊の賜物に関する論争へと発展し，それは 1コリ 12―14におけるパウロによ
る修正の主題となった 12）。33節（1コリ 14, 26―40）の狭い文脈には，霊的な賜物が祈りの集会で正
しく使われなければならないというその方法についての厳密な教えが含まれている 13）。この 33節は
1コリ 14, 26―32で示された教えを支える最後の主張である。コリントの信徒は，それぞれの祈り
のために神の名において集まっているので，他者よりもよくありたいと願う信徒達の競争的な態度
のために，祈りの間混乱と騒動が絶えなかった。信徒達全員がその共同体の平和を乱すことのない
方法で霊的な賜物を使わなければならない。神の名において集まった共同体なのだから，平和が彼
らの中心に据えられるべきである。なぜならそれは平和である神に属するしるしだからである 14）。
平和のうちにいない人は，神を共有することがない。神こそが平和だからである。
　万物の正常な状態としての平和とは，ここでは神に直結しており，平和が全宇宙の神の創造物
に神によって与えられたものであることを示している 15）。神は天と地を，平和，調和，永遠といっ
12）G. D. Fee, The First Epistle to the Corinthians, Grand Rapids 1987, pp. 688―690.
13）A. Robertson, A. Plummer, Critical and Exegetical Commentary of First Epistle of St Paul to the Corinthians, New York 
1929, pp. 319―324.
14）R. F. Collins, First Corinthians, SP 7, Collegeville 1999, p. 512.
15）G. D. Fee, The First Epistle to the Corinthians, p. 697.
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た特徴を持つ完全な創造物として創造した。正常な平和とは，物事の最も本来的な状態で，それ
は人間の罪によって失われた（そして同じ理由で世界はもはや平和な状態ではなくなった）。しか
し，人間の努力によるのではなく，神が人類と世界の最終的な運命の時を実現することによっての
み，平和の状態が戻ってくる 16）。パウロにとって，イエスを信じる者は終末の時代を生きているので，
彼らの行いは，彼らの間での平和を意味する完全によって特徴づけられなければならない。
　あらゆる物事が平和であるということは，理想的で完全な状態を意味し，それは万物の最も本来
的な形だが，現在の創造物にとっては不可能である 17）。
3.2．人間同士の平和
ロマ 14, 17
οὐ γάρ ἐστιν ἡ βασιλεία τοῦ θεοῦ βρῶσις καὶ πόσις ἀλλὰ δικαιοσύνη καὶ εἰρήνη καὶ χαρὰ ἐν πνεύματι 
ἁγίῳ·
For the kingdom of God is not food and drink but righteousness and peace and joy in the Holy 
Spirit.
なぜなら，神の国は飲み食いのことではなく，義と平和と聖霊による喜びだからです。
　ロマ 14, 17のより広い文脈には，多くの個別の問題に関するパウロの教えがあり，それらはロー
マ信徒の中での小さな論争を正すために説明する必要があったものである（ロマ 14, 1―15, 6）。こ
の一節の狭い文脈は，食べ物に対する特定の問題に関するもので，それは共同体内の人々の関係に
おいて騒動を引き起こす争点となった。17節は，ここでは神の国と呼ばれるキリスト教徒の真実
の世界における，主要な三つの要素を明らかにしている 18）。この節でパウロは神の国について直接
述べており，それは万物が神の規則に従うことを意味するのであって，食べ物や飲み物が必要に応
じて供給されるといった慈善行為から成るものではないが，義と平和と聖霊による喜びが人間関係
の共通する基盤となる真実の世界なのである 19）。義とは人間の良心に関するもので，背いてはなら
ないものである。人としての義の態度とは，人間が自らの正義と，最も純粋な良心に従って行動す
ることである。喜びとは人間のふるまいに関するもので，それは他者に対して怒らない態度であり，
他者の感情や信念を尊重する行いを指している。平和は，ここでは人と人との相互の平和を指して
おり，それは神の国を築くための基盤となる有益な状態である 20）。「聖霊による平和」という句は，
人間同士の平和に関するパウロの思想を示しており，それは神の聖霊による手助けのもとでのみ可
能となるということである 21）。この種の平和は，堅実で安定し，偽りのない人間関係を構築するこ
とを可能にする 22）。
16）より詳細な情報は「全人類の終末論的な救済」に関する 3.5で示す。
17）W. Foerster, εἰρήνη, in: TDNT II, p. 412.
18）「神の国」という用語に関しては，次を参照のこと。C. K. Barrett, The Epistle to the Romans, London 1962, pp. 264―
265.
19）A. J. Hulthren, Paul’s Letter to the Romans, Grand Rapids/Cambridge 2011, p. 519.
20）B. Witherington III, Paul’s Letter to the Romans. A Socio-Rhetorical Commentary, Grand Rapids/Cambridge 2004, p. 
340.
21）R. H. Mounce, An Exegetical and Theological Exposition of Holy Scripture. Romans, NAC 27, Nashwille 1995, p. 257.
22）D. J. Moo, The Epistle to the Romans, Grand Rapids/Cambridge 1996, p. 857.
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　このペリコペーは，平和が，イエスの信者のグループだけではなく，あらゆる集団の人間関係に
とっての重要な要素であることを表している。このペリコペーによって明らかにされた教えは，平
和と義と喜びの繋がりであり，それは平和が基本であるが，実際はその他の二つ（義と喜び）なく
しては存在できないことを表している。
3.3．魂の平和
ロマ 15, 13
Ὁ δὲ θεὸς τῆς ἐλπίδος πληρώσαι ὑμᾶς πάσης χαρᾶς καὶ εἰρήνης ἐν τῷ πιστεύειν, εἰς τὸ περισσεύειν ὑμᾶς 
ἐν τῇ ἐλπίδι ἐν δυνάμει πνεύματος ἁγίου.
May the God of hope fill you with all joy and peace in believing, so that by the power of the Holy 
Spirit you may abound in hope.
どうか，望みの神が，あなたがたを信仰によるすべての喜びと平和をもって満たし，聖霊の力に
よって望みにあふれさせてくださいますように。
　13節の文脈は，同じ共同体内におけるユダヤ人のキリスト教徒と異邦人のキリスト教徒との平
和的な関係に関するパウロの教えの要約である（ロマ 15, 7―13）23）。この要約の最後の節は，ローマ
におけるキリスト教共同体内の両者に対する祝福を含んでおり，それは毎日のキリスト教徒として
の生活に対する最も重要な三つの恵み，すなわち信仰による希望，喜び，平和を明らかにしている。
「平和の神」という句は，完全で（永遠の平和）調和した（物事の間の平和）方法で神によって創
造された，万物の本来の状態を示している。この本来の状態が人間によって失われて以来，平和が
熱望され，価値付けされ，高く評価されるけれども，部分的，一時的，条件付きでしかそれが起こ
らない世界に住まなければならなくなった。しかし，このような世界にあっても，人間が物事の完
全な状態の平和的特性を見つけ出すことができる方法がある。パウロによれば，人間はこの種の平
和を，信仰を通して見つけることができる 24）。「信仰による平和」という句は，信仰はいつも希望に
繋がることから，外的な状況に関係なく，人はイエスへの信仰があれば，真の平和をみつけ出し，
維持することができることを示している 25）。希望は，信者の神に対する信頼の指針であり，その本
質的な部分は信仰による喜びと平和であり，それはキリスト教徒の精神と心の状態を指す 26）。信仰
の最も重要なことの一つは，全人類の罪がイエスの自己犠牲のおかげで神に許されたという希望で
ある。
3.4．神と共にある平和
エフ 2, 14―17
Αὐτὸς γάρ ἐστιν ἡ εἰρήνη ἡμῶν, ὁ ποιήσας τὰ ἀμφότερα ἓν καὶ τὸ μεσότοιχον τοῦ φραγμοῦ λύσας, τὴν 
ἔχθραν ἐν τῇ σαρκὶ αὐτοῦ,15） τὸν νόμον τῶν ἐντολῶν ἐν δόγμασιν καταργήσας, ἵνα τοὺς δύο κτίσῃ ἐν αὐτῷ 
εἰς ἕνα καινὸν ἄνθρωπον ποιῶν εἰρήνην16） καὶ ἀποκαταλλάξῃ τοὺς ἀμφοτέρους ἐν ἑνὶ σώματι τῷ θεῷ διὰ 
23）L. Morris, The Epistle to the Romans, Grand Rapids/Cambridge 1988, p. 506.
24）L. Morris, The Epistle to the Romans, p. 507.
25）T. R. Schreiner, Romans, BECNT, Grand Rapids 1998, p. 759.
26）B. Witherington III, Paul’s Letter to the Romans. p. 345.
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τοῦ σταυροῦ, ἀποκτείνας τὴν ἔχθραν ἐν αὐτῷ.17） καὶ ἐλθὼν εὐηγγελίσατο εἰρήνην ὑμῖν τοῖς μακρὰν καὶ 
εἰρήνην τοῖς ἐγγύς·
For he is the peace between us, and has made the two into one entity and broken down the barrier 
which used to keep them apart, by destroying in his own person the hostility,15） that is, the Law of 
commandments with its decrees.  His purpose in this was, by restoring peace, to create a single 
New Man out of the two of them,16） and through the cross, to reconcile them both to God in one 
Body; in his own person he killed the hostility.17）  He came to bring the good news of peace to you 
who were far off and peace to those who were near.
キリストこそ私達の平和であり，二つのものを一つにし，隔ての壁を打ちこわし，15）ご自分の肉
において，敵意を廃棄された方です。敵意とは，様々な規定から成り立っている戒めの律法なの
です。このことは，二つのものをご自身において新しいひとりの人に造り上げて，平和を実現す
るためであり，16）また，両者を一つのからだとして，十字架によって神と和解させるためなのです。
敵意は十字架によって葬り去られました。17）それからキリストは来られて，遠くにいたあなたが
たに平和を宣べ，近くにいた人たちにも平和を宣べられました。
　この一節の文脈（エフェ 2, 14―17）は，異邦人の新しい現実についてのパウロの教えであり，彼
らはイエスへの信仰によって，神との契約をユダヤ人と共有した（エフェ2, 11―22）27）。この一節では，
εἰρήνηは神とともにあり，また人間のうちにある平和を意味しており，同じ主題，すなわち神の救
済計画の実現であるイエスを両面から考えている 28）。その主要な概念は，ユダヤ人と異邦人という，
相反するグループに人類を分けた律法をもとにしており，それは後者がイスラエルの国民ではなく，
神との契約を共有しておらず，それが彼らと神の間に対立を生じさせたと考えるものである。しか
し，その対立はまた，神とイスラエルの間にも存在する。なぜなら，選ばれた民は律法の義務を全
て果たすことができず，そのことが自動的に神との対立を生み出したからである 29）。人類と，神と
共にある人類とを分けた律法を廃止することを通して，ユダヤ人と異邦人の間の，また人間（ユダ
ヤ人と異邦人の両方）と神との関係のための一つの土地という信仰を作ることによって，イエスは
人類の平和となった 30）。人間を二つのグループに分けたモーセの律法に反して，メシアとしてのイ
エスによる信仰は，これら二つのグループを，ここで新しい人間と呼ばれるものに統一し，その中
ではユダヤ人も異邦人も同じように神との契約を持つ。イエスは，その命を犠牲にすることで，神
と，信仰によって統一された人間（ユダヤ人と異邦人から成る新しい人間）の間の平和を構築した。
神との平和という概念は，ロマ 5, 1においてよりはっきりと示されており，そこでは平和は「信者
が神の前に置かれている関係」として理解されている 31）。
27）Many scholars recognized the passage as the early Christian hymn used in the letter by the author. M. Y. MacDonald, 
Colossians. Ephesians, SP, Collegeville 2000, pp. 243―244.
28）A. T. Lincoln, Ephesians, WBC 42, Nashville 1990, p. 140.
29）P. S. Williamson, Ephesians, CCSS, Grand Rapids 2009, pp. 73―74.
30）M. Y. MacDonald, Colossians. Ephesians, pp. 245―246.
31）W. Foerster, εἰρήνη, in: TDNT II, pp. 415―416.
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3.5．全人類の終末論的な救い
ルカ 1, 79
ἐπιφᾶναι τοῖς ἐν σκότει καὶ σκιᾷ θανάτου καθημένοις, τοῦ κατευθῦναι τοὺς πόδας ἡμῶν εἰς ὁδὸν εἰρήνης.
to give light to those who sit in darkness and in the shadow of death, to guide our feet into the way 
of peace."
暗黒と死の陰にすわる者たちを照らし，我らの歩みを平和の道に導く。
ルカ 2, 14
δόξα ἐν ὑψίστοις θεῷ καὶ ἐπὶ γῆς εἰρήνη ἐν ἀνθρώποις εὐδοκίας.
“Glory to God in the highest heaven, and on earth peace among those whom he favors!”
「いと高き所に，栄光が，神にあり地には平和，御心に適う人にあれ」
　この句はザカリアの賛歌の一部で，詩編 106. 10. 14から来ている 32）。これらの文では，この
εἰρήνηという言葉は，終末論的な救いに関して言えばヘブライ語の םוֹ ׁלָשという言葉と同じである。
この地上に来る救済として解釈される平和の概念は，ルカによるイエスの幼少期の物語に記されて
おり，そこでは地上にメシアの平和をもたらす者としてのイエスを表現するために旧約聖書からの
引用が提示されており，それは人間と神の間の平和というよりはむしろ，救いの概念と共通してい
る 33）。救いはイエス・キリストを通して歴史的な出来事となった（ヨハ 2, 17; 14, 27; 16, 33; 使徒 10, 
36; エフ 6, 15; ヘブ 7, 2）。そのイエス・キリストによる出来事以来，「シャローム」という，良い願
いの特徴を持つユダヤ人の簡単な挨拶は，イエスと彼に従う者達の口によって終末論的な平和（人
類の救いとして理解される）が世界にもたらされるという一つの情報となった（ルカ 10, 13; マコ
5, 34; 7, 50; 10, 5）34）。この救い（平和）は人間を保護し（フィル 4, 7），その心を支配するもので（コ
ロ 3, 15），それは外的なこととは一切関係しない。救いとして理解される「平和」という言葉は，
最終的に実現した状態としての「平和」が新しい創造物の本来的な状態であることから（2ペト 3, 
14），ロマ 8, 6では「命」という言葉と関連付けられている。終末論的なイメージの文脈では，「平
和」という言葉は永遠の命を持つことを意味する 35）。このような理由から，パウロは神を，永遠の
命である「命の神」を意味する「平和の神」と呼んだ（ロマ 16, 20; ヘブ 12, 20）。この種の平和は
イエスの復活によって明らかにされている 36）。
結　　論
　新約聖書の著述における εἰρήνηという言葉の分析は，キリスト教徒とギリシャ人，あるいはユ
ダヤ人との，その言葉に関する理解の最も重要な類似性と多様性に集約される。
32）L. T. Johnson, The Gospel of Luke, SP, Collegeville 1991, p. 47.
33）J. B. Green, The Gospel of Luke, NICNT, Grand Rapids/Cambridge 1997, p. 119.
34）D. E. Garland, Exegetical Commentary on the New Testament, Michigan 2011, p. 109.
35）J. R. Edwards, The Gospel According to Luke, Nottingham 2015, p. 64.
36）W. Foerster, εἰρήνη, in: TDNT II, p. 415.
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　キリスト教徒とギリシャ人の用法に関して言えば，その言葉についてのキリスト教徒の理解と用
法はギリシャ人の平和の概念に強く影響を受けていると結論付けざるを得ない。厳格な宗教的，神
学的文脈において，「平和」という言葉のキリスト教的理解は戦争という段階の反対という意味を
遠く超えている。たとえ物事の本来的な段階という概念があったとしても，キリスト教徒はそれを
世界の始まりを表す創造説の理解と結びつけ，現在の世界の段階とは結びつけない。
　キリスト教徒は εἰρήνηという言葉について，ラビ達のそれと同様，様々な使い方をするが，キ
リスト教思想の特徴として認識される，いくつかの独特な使い方もある。一つは，キリスト教徒は
物事の本来的な段階として平和を認識しているということで，それは世界が，平和である神によっ
て造られたという事実から来ており，世界が平和で満たされたものとして造られたことから，そこ
では万物が神と共に，また神のうちにあった。アダムとイブの罪の後，この平和は破壊され，イエ
スの時代に至るまで，創造物の中に，また創造物と神との間に平和が存在しなくなった。イエスへ
の信仰を通して，人間は自らの魂の中に平和を見つけることができるようになった。内的，外的要
因が平和に逆らって働きかけるため，これは人間が平和を見つけるための唯一の方法なのである。
また，イエスの行いによって，人間は神と和解した。それはイエスの血によって人間の罪が許され
たからである。それ以来，神と人間の間に対立はなくなり，人間は大きな希望と，神が最も偉大な
恩恵の主であるという確かな信念と共に，平和のうちに暮らすことができるようになった。しかし，
「平和」という言葉のキリスト教的理解はこれで終わりではない。キリスト教徒にとって平和の最
終段階は救済であるが，この世界の他の全てのことは一時的なものであることから，救いは今希望
のうちに共有している現実ではあるけれども，終末期の終わりに我々の存在の完全に永遠の段階と
なる。
